




































































独特の手法を継続し， 三年後には ~The Rape of the Daughters of Leucip-



























































































































































































l22 明治大学教養論集 通巻524号 (20l7・3)
空からやってきたのだ。しかもこの天窓の繰り返しとして，杯の円が対応し
ている。これはもともとルーペンスのクセルクセス王においては，その手に
握られていた杓の変化したものであろう。ルーペンスの絵ではこの杓はエス
ターに差し向けられた，いわばフアルス的な意味合いを帯びて拙かれている。
これに対してヨルダンスのガラスの盃には，フ アルス的な要素は微塵も感じ
られなL、。様であるにしても，それは女|塗という意味すら持たなL、。問題は，
その中身が空であることであり，空が虚空であるということと，明確なアナ
ロジーを構成している。
ここで，エロスとプシケという二人の関係をより性格に把握するために，
拡大された部分図を見てみよう。
エロスはすでに幾度かプシケを訪れているのだろう， 二人はすっかり打ち
解けている。エロスはプシケに向かつて盃を手に話し掛けている。「この盃
を手に取ってごらん」。 そう話しかけ られたプシケは，たしかに盃に向かっ
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て手を伸ばしている。しかし彼女の指は，対象を捉えてそれに向かつて伸ば
されているのではない。掴もうとして，っかめずにいる，そのもどかしさが
彼女の右手指先の動きに現れている。鱒躍し，不確かな所在に向かつて，そ
れでもおずおず‘と伸ばされた指であるo改めて彼女の眼悲しに目を向けると，
それが戸惑う手の導き手にはなっていないことにあらためて気づく。視線は，
盃に向けられているはずなのに，実は彼女の視線は査から外れている。なぜ
外れているのか? エロスは夜になるとプシケを訪れた。決して明かりを点
けではいけないといった。この絵でも，あたりは漆黒の聞なのである。もし
少しでも，置の影がプシしかも彼女の手が最終的に否を掴み得たとしても，
杯は空である，葡萄酒は入っていなL、。彼女は空の盃を手にする。それでも
彼女にはそれがまだ空であることがわからない。プシケは斎を掴み取ったと
して，そして査に口を付けて，そして最後まで仰いで，そしてその最後にそ
れを知るだろう。エロスはプシケに空の査を差し出しだした，そのことの意
味とは，エロスの震がその段階ではいまだ，空しいことを意味しているのか
もしれない。絵画において.これほどまでに霊的な重みを持った絵画を筆者
は知らない。それは 17世紀という時代を準かに超えて，さらに現代をも突
き抜けた，人類にとって永遠の課題として聾え立っている。彼女の手付きを
見ていると，筆者は以下の詩を思わず思い出してしまった。
一一人の心を知ることは……人の心とは…-
私は そのひとが蛾を追う手つきを あれは蛾を
把えようとするのだろうか 何かいぶかしかった
「はじめてのものに」立原道浩
〈ゃまだ・てっぺい法学部教授〉
